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東な巿禪骄川摄西ヶ原巧3!〇 

-曲の中のをての生物は，巧種族を保をする爲にのみ生れてホたとはちへない 
かも知れぬが.其の圆的の爲にはあらゆる勞力と犧牲を惜しまない點にがては 
殆ど共通的でをると思ふ。彼のお名な十 ' L •年輝は，十お年間の長牢巧を暗黑の 
地中に過し，漸く華かな地上に姿を現はしたと見るや，僅か數日にして歹ピ巧て 
ると云ふ。其の十お箇年の苦觸は，僅か數日の戀愛を活をかち得んが爲でかっ 
たとすれば，其の生をの目的は，巧種族を巧存するといふことなホにはあり得 
ないわけである。义撥挪の錐なこの大なる任務を遂巧せんが篤に，己が身命を 
賭して職みない事も化人周知の事實である。予も昨秋初めてをの肉體の半ばを 
雌に食ひっ されっ、ある權を廊の禪を目擊した。驟異と云へば驚異である。然 
し尙を意深< 茵然界を見渡すと，これにも增しを鱗異が到る所に展牌されてね 
るのを知ることが出來るのである。其〇—例として，予はこ、に予の觀察した 
ヵバキコマチグモ〇 菊性の一端に就て書き記しておきたいと思ふ 0 

B 本產の蜘蛛で，初夏の候薄〇藥を卷いて住居となし，其の中で產卵脊おを 
する コマチグモの 類は多數知られてねる力;，其 〇 中最も普通に見出さがるのは 
ヵバキコマチ グモと いふ 種類で，本州•凹國 • 九‘州孜び化海道に分布してねる 
體長は10館が上もあり，を身雜帶たを呈した極めて美麗な蜘錄の一種である。 
本 種の學名は キラカン チウ ム •ヤポニ クム （ Cliirac mtfivum ク a がりけ? のり?〇 とと 
ひ，因本の蜘蛛を調べた有おな獨逸の學者べ-ゼンベルヒ及びシ^トランド兩 
巧に依って，1906年に初めて擧界に發おされたもので，其の原記載に用ひられ 
た標本は乂州佐贊で採集されたものである0 
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萊な巧の郊かでは五巧下おから乂巧上旬にかけて，が山が氷池や井之頭を願 
にがて多數見っかるし，埼玉縣大宵公觀にも棲んでねる。予む知友•長'江英夫巧 
の語るがに化れば，巧縣談地ホの子供は《数:この卵囊を集めて，をれを雨手で 
開きながら一極の俾請を歌って遊ぶと云ふ。 

さてこのカバキコマグモに眠らず，一‘般に蜘蛛の仔は，靴から赌化して後 
暫くの賊卵囊內に群居するものである力;，其の朔閒內に幾許かの生長を遂げる 
化蛛のあることは觀巧者の等し < 之を認むる所であるが，果して仔蛛は其の間 
何を食料として生長するものであるかに就ては，未だ一をの擧說もな <，义特 
筆すべき觀察もなされてなない。ウイルダー K はこれをぶ哈ひに f おるものであ 
るとなしをが，#<の學者は之を否をしてねる。事實蜘蛛の祖界では兄弗姉げ 
の間に於でさへぶ唤ひの巧はれる事は殆'ど常道と見て差变へな <，從って予も 
义卯囊巧のか蛛は-ぶ喉によって生長する場合のある事は認めるし，事質をうし 
を場面にも壊々直面してゐるのである力;，これは藍ろ例外的の場合であつて， 
をての場合に適用することは出がない。尙多 < の場合卯囊巧に仔蛛の焼がを數 
見つかるものでをる力;，これをなて直ちにか食の結果生じたものであると早合 
點してはならない。多くのか蛛は卵囊巧に於て第-^圆〇脫皮をなすからである 

而してこ、に不思議な事實が一っ-な.在しを。をれは前記コマチグモの種類に 
於て，卯囊から仔蛛が出る頃に，其の卯囊を試みに引割いてみると，必ず其の 
中に親蛛の蛇が幾ってねる事である0而しで夕< の觀繫者は之をがて前記イ子蛛 
の場合と同機，これも親蛛の彭 i なりと稱してねたやうである。而して予は其の 
說に對して大いなる疑閒を抱いを。 

何となれば，卯囊を作って產卵する所の蜘蛛は必ず成熟した親蛛に•化ってね 
る〇而して一旦成熟して產卵までしを親蛛が再び脫あする事はあり得ないから 
である。果して然らば，卵襄內の燃は產卵前に脫皮して生じたものであるかと 
いふに，さうでもない事は次の事赞に依つて明らかである。卽ちこ〇銳が住居 
內に殘されてむるのは，が蛛が已に住居かに離散したもの，或は今正に離散が 
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んとする直前のものに限るのであつて，共の他の場合には，必ず住居內には， 
か蛛の夕降化しをものとしないものとを問はず，をれを見守つてねる肥滿した棵 
蛛が入つて居り，共〇場合は•决しで銳の破片さへも認められないからである。 
試みに今產卵後閒もない一のを居の禱造を調べてみるに，卵形をしを內部は上 
下の二室に分れ，上方の--室は產窒で，其の中に多數の卵は丸<產み重むられ 
下方の一室は產卯後母緋の退いて f 木養し，巧蛛の瓣化を待つ控室であることが 
わかる。匆論この塌合には親蛛の焼らしいものは破かすら認め縛ない。こ、に 
於てこの蜗:說は根底的に誤つてねる事は明らかである。巧して然らばこの縣は 
如がにして生じをものでをら ろか。 

この問題を撰げて.予は數年來禄夏東京府下井之頭を園に壓々おを運んで其 
の觸化に巧めを。予は幾多〇卯襲を予の研究の«牲に供した。而して遂にこの 
疑問の解•决の日が到來したのである。時は正に昭禾日十四年た巧二十脚日，予は 
予の兩手に依つて引割かれを一脚の化居內に於て.恐るべき慘虜なる光景を固 
擊したのである。見よ百數十頭の巧蛛は親诛の頭から脚の先まで鈴なりにたか 
りつき，今や無慘にもをの親蛛の血肉をす、り盡さんとしてゐたのである。予 
は其の瞬關骨鱗にまで傲して形をし雛い^種〇スリルを感じた。食はれつ、あ 
る蜘蛛，をれは紛ふ方なくこのか蛛を產み育てを血肉の母である。をの蛛蛛が 
今愛するな蛛のために其の肉體の大半を食ひ盡されつ、あるのである。何たる 
驚 < ベき犧牲ではないか。これが人閒社會の道德に引用化來るだらう力 果し 
て f を理學の大家が，この極端な自己否おを何と觸釋するであらう0これが果し 
て神がこの蜘蛛に與へを宿命であらうか0予はと、をとり戻してこの巖肅なる事 
實の前に驚噢の眼を隘つを。 

予は更に多數の卵囊を踩集してをのま、自おに持ち歸り，觀察を績けたが， 
何れの場合も同薇であることを確める事が化來を。 

子は更にこ、に予の報吿を證明する一の有力なる觀察談を附記する事が出來 
ることを幸に思ふ0予のぶ人か岡佐太郎君は，同日予とが集を共にしを一人で 
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あるカミ，巧も义この卯個を持ち歸り，一個を更に他のを人に贈り，二人は 
申合せてその卵繫を半ば引割き，巧なる親蛛のな在をか部から認め得るやうに 
して，每日これをポケットに入れて肌身離さず觀察を撥けた腑やがて卵囊お 
ら W 化した仔蛛は域诛のを身になりをかり，數日の閒に次萊に親を食ひ盡すお 
樣をか細に觀蘇其の結果が兩巧共同じであることを予に話され I 更に片岡が 
太郎巧け其の一部を嫌誌理科敎育誌上に髓單に發表されてねる。而してをの片 
岡巧の報ずる所に巧れば，か蛛に食はれる親诛は’化して逃 t する意志なく（巧 
巧の觀察の場合は卵襲は已に引割かれてねるのであるから.逃亡の自ホは興へ 
られてねるのであるが）甘んじて肉體を愛兒に提供するかの如く見えをとの事 
である。事こ W こおつては更に敬仰の情をさへ覺えるではないか。 

試みに予は一卵囊巧から瓣化しを化蛛の數を算へてみたが， ISO 頭のを數に 
上つを。さしも見事に肥つた视蛛の肉體も罐か數日の閒に食ひ盡されてしまふ 
のも宜なるかなである。 

こ、に予の舰察しを只一回の例として興 I ホの深い事は，まだぶ熟しない雌蛛 
が、 しきりに產室の製作に餘念ない時に，已に他の-.‘室に成熟した赃が末て平- 
然と控へてねた一事である。 これをがてみれば，或はこの往居巧にがて雌雕の 
交際が巧はれるのではないかとも思はれる力;，この時の雌はまだ成熟してねな 
かつをから，或は偶然の一場面に過ぎなかつをのであつて，これをなて酣者の 
仲を邪推ずる事は，甚だなて迷惑至極であるかとも思はれるから ■ この解化は 
又の日までお預けとすることにしてをく。而してこの一例に肤つて.雌はまだ 
雄と交らず從つて勿論胞娠もしでねない云はご娘の時代にがて，已に產室の製 
作にとりか^り，やがて母となる日の準備を盤へてお<事が判明したわけで， 
これ义他に類を見ない所として大いに感服すべき K である0をれにがして.こ 
の娘蝶の叩®甲斐しいをを，隣窒に忍びこんで 雜み 見してねる 雕〇藥 こを，ホ 
或意味に於て哄笑を禁じ得ないものがあつを J 

綠の風吹き渡る薄の原に，葉を W り曲げて住居となし，風にゆられながら愛 
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をお語くカバキコマチダモのを巧を想像すれげ.聊か淸熱の詩人らしい感激を 
さへ呼び起されるのである力;，一度拽となつを雌蛛が，同じ葉ホのが居の中 C 
ザ:にも疏な犧独となつて消え柴てる凄絕な最後のをに思ひを教す瞭教がホ兰 
斗〇感を覺えざるものあらんやである。而して又これが域性愛の極致と云はう 
か，嚴肅なる宿命の規聰とをはう力吾人は只自然界に實をずる極端なる磯異 
的事實の前に，只々敬虔なる合掌の念を蔡じ得ないものである. 

親蛛を食つて生長した(モ蛛は，やがてなつかしの化居を後に，葉ホを渡る綠 
の風に乘つて,思ひ思ひの旅に出るのである。をきておれば，この輝かしい愛兒 
の門出を喜んで見送るであらう所の域蝶を，自ら食ひつ< してしまつた仔蛛達 
は，な鄉を去るに何のホ練もな<，くつきりと晴れ渡つを綠の大空に，スイス 
イと舞ひのぼつて巧<のである。（尝紀ニモ六百年紀元節の曰に稿ず） 

イソハへトリグモのみ布に關ずる追加報吿 
細 野善觀 

神嗦 W 縣逗モの海水お場は强十兰四年おの鑛けて巧く處であるが，こ、にイ 
ソハへトリの 棲む事は氣ががかな、かつを。逼モの‘海の家に體物を脫いでおいて 
私は何時も葉山寄りの岩場まで歩いて巧き，其虛で小魚など追廻して餘念がな 
かつを。をのをめに蜘蛛まではを意が屆かなかつをものと思ふ。 

あをこの若場はお八年が前ダイ于マイトで爆販して船舶のもやひ場になつて 
終つたっ爲に雄たな岩場といふものは無くなつてしまつたが，疊二 S が位の も 
のは葉山迄のあひだ無數にある，波の滿ち引きを< ごつて蟹が敏捷に遊びをは 
むれてねるやうなをの岩に，ま年のヒ巧廿八日，釋山のハへトリグモ种一す巫が 
定り迦つ〔ねるのには驚いた。マツチ箱，空の 卷具 なぞを管瓶代りにして孕 S 
を3頭を補へをが，岩の 間隙へ すぐ逃避するので容易には補まらぬ。をしてを 




